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平成30年 6月 第294回 定例会

開会日の提案理由説明時の様子
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６
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議会棟がリニューアルしました

01

県議会本会議と特別委員会の
模様はインターネットでライブ
配信しています。過去の議会
映像もご覧いただけます。
詳しくは「青森県議会インターネット中継」
で検索してください。

議員提出議案とは

 ま め ち し き

議案には、知事が提出するもの、議員が提出するもの、委員
会が提出するものがあります。青森県議会では、議員が議
案を提出しようとするときは、その案をそなえ、理由をつけ、
４人以上の議員が連署して、議長に提出します。
（青森県議会会議規則第１５条）

用語解説



会　派：自由民主党
選挙区：五所川原市

櫛引 ユキ子 議員
くし びき　   ゆ  き　 こ

　

需
要
に
応
じ
た
生
産
調
整
を
推

進
す
る
た
め
、
需
要
見
込
に
基
づ

く
生
産
数
量
目
標
を
青
森
県
農
業

再
生
協
議
会
か
ら
地
域
協
議
会
に

情
報
提
供
す
る
。
ま
た
、
県
産
米

全
体
の
食
味
・
品
質
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
よ
り
需
要
の
維
持
・
拡
大
を
図

る
ほ
か
、
産
地
交
付
金
を
活
用
し

た
飼
料
用
米
等
の
生
産
や
、
た
ま

ね
ぎ
等
へ
の
転
換
を
促
進
す
る
な

ど
、
環
境
変
化
に
強
い
水
田
農
業

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

農
林
水
産
部
長

答

　

開
設
か
ら
１
年
経
過
し
た　

あ
お
も
り
性
暴
力
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
の
実
績
と
今
年
度
の

取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　

本
セ
ン
タ
ー
は
、
性
犯
罪
・
性
暴

力
被
害
に
関
す
る
相
談
対
応
や
、

関
係
機
関
へ
の
付
添
い
な
ど
の
支

援
を
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す

る
た
め
の
拠
点
と
し
て
活
動
し
て

お
り
、
平
成
29
年
度
の
相
談
件
数

は
４
４
５
件
で
あ
っ
た
。
今
年
度

は
、
被
害
が
特
に
潜
在
化
し
や
す

い
若
年
層
に
対
し
て
広
報
啓
発
を

行
う
ほ
か
、
医
療
従
事
者
等
向
け

研
修
会
を
開
催
す
る
。

環
境
生
活
部
長

答

　

若
者
の
県
内
定
着
・
還
流
の
た
め

の
き
め
細
か
な
情
報
発
信
や
、
県
内

へ
の
就
職
・
移
住
支
援
、
女
性
や
高

齢
者
の
就
職
・
就
労
促
進
の
ほ
か
、

各
産
業
で
は
、
農
業
分
野
の
最
先
端

農
業
機
械
の
導
入
に
よ
る
省
力
化

な
ど
の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
お
り
、
次
の
計
画
で
も

労
働
力
不
足
へ
の
対
応
を
特
に
重

視
す
る
視
点
の
一
つ
と
し
て
位
置

付
け
、
取
組
の
充
実
・
強
化
を
図
る
。

三
村
知
事

答

会　派：青和会
選挙区：青森市

関　良 議員
せき りょう

　

短
命
県
返
上
に
向
け
、
県
民
の

健
康
意
識
の
醸
成
が
最
も
重
要
と

考
え
る
が
、
県
と
し
て
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。

短
命
県
返
上

　

本
県
の
平
均
寿
命
は
男
女
と
も

最
下
位
だ
っ
た
も
の
の
着
実
に
延

伸
し
て
お
り
、
生
活
習
慣
に
お
い

て
も
改
善
傾
向
が
見
え
て
き
て
い

る
。
県
で
は
、
県
民
の
更
な
る「
健

や
か
力
」の
向
上
に
取
り
組
む
ほ

か
、
従
業
員
の
健
康
管
理
に
取
り

組
む
企
業
を
支
援
す
る　

青
森
県

健
康
経
営
認
定
制
度
を
引
き
続
き

実
施
す
る
。ま
た
、「
高
血
糖
ス
ト
ッ

パ
ー
ズ
」に
よ
る
糖
尿
病
予
防
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
に
取
り
組
む
。

三
村
知
事

答

平
成
30
年
6
月
第
2
9
4
回
定
例
会
一
般
質
問

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

問

　

新
た
な
米
政
策
に
対
応
し
た

生
産
調
整
に
県
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

米
の
生
産
調
整

問

問

　

次
期
基
本
計
画
に
労
働
力
不

足
へ
の
対
応
を
位
置
付
け
、
取
組

を
強
化
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
、
知
事
の
考
え
を
伺
う
。

労
働
力
人
口
の
確
保

問

02

性犯罪・性暴力の被害にあ
われた方を支援するため、
被害を受けた本人やその家
族などからの相談を受け、
要望に応じた必要な支援を
コーディネートする拠点と
して設置。

用

語解説

あおもり性暴力
被害者支援センター

本県の働き盛り世代の健康づ
くりを推進するため、従業員
の健康管理を経営的視点か
ら考え、戦略的に実践する
「健康経営®」に取り組む県内
事業所を、「青森県健康経営
事業所」として認定する（「健
康経営®」はＮＰＯ法人健康
経営研究会の登録商標）。

用

語解説

青森県健康経営認定制度



会　派：国民民主党
選挙区：八戸市

田中　満 議員
た　なか みつる

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加

に
つ
い
て
は
、
当
該
児
童
生
徒
の

心
身
の
発
育
・
発
達
の
状
況
、
学

校
教
育
へ
の
影
響
等
を
総
合
的
に

勘
案
し
、
教
育
上
有
意
義
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
校
長

が
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
参
加

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

し
、
授
業
へ
の
出
欠
に
つ
い
て
は

出
席
扱
い
と
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
部
活
動
に
お
い
て
実

施
さ
れ
て
い
る
競
技
か
否
か
に
か

か
わ
ら
ず
、
出
席
扱
い
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

教
育
長

答

　

県
政
に
係
る
意
見
や
提
案
を

聴
く
た
め
、
県
は
、
ど
の
よ
う
な

広
聴
事
業
を
行
っ
て
い
る
か
。

県
民
か
ら
の
政
策
提
案

　
「
県
政
・
わ
た
し
の
提
案
」や

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
」

の
ほ
か
、
私
自
身
が
県
民
の
皆
様

と
意
見
交
換
を
行
う「
未
来
デ
ザ

イ
ン
県
民
会
議
」、
県
職
員
に
よ

る「
出
前
ト
ー
ク
」を
実
施
し
、
県

外
で
も「
元
気
あ
お
も
り
応
援
隊

会
議
」を
開
催
す
る
な
ど
、
多
様

な
意
見
を
県
政
に
反
映
す
る
よ
う

努
め
て
き
た
。
引
き
続
き
県
民
の

声
を
丁
寧
に
受
け
止
め
、
認
識
を

共
有
し
な
が
ら
、
誰
も
が
安
心
し

輝
い
て
生
き
ら
れ
る「
生
活
創
造

社
会
」を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

三
村
知
事

答

会　派：自由民主党
選挙区：黒石市

鳴海 惠一郎 議員
なる    み 　  けい  いち　ろう

　

高
齢
化
と
人
材
不
足
が
避
け

ら
れ
な
い
中
で
、
高
齢
者
の
就
労

促
進
に
向
け
た
県
の
取
組
方
針

に
つ
い
て
伺
う
。

　

高
齢
者
の
方
々
が
意
欲
と
能
力

に
応
じ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
生

涯
現
役
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

組
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、　

キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
求
職

者
一
人
ひ
と
り
の
職
業
適
性
を
踏

ま
え
た
職
業
選
択
や
就
職
活
動
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
、
高

齢
者
の
就
労
・
活
躍
に
向
け
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
開
催
や
高
齢
者

が
担
え
る
仕
事
の
開
拓
等
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

佐
々
木
副
知
事

答
高
齢
者
の
就
労
促
進

　

本
県
で
は
、
が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
院
が
他
の
医
療
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
質
の
高
い
が
ん
医
療

を
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、
が
ん
情

報
の
収
集
・
提
供
や
、
が
ん
相
談
支

援
事
業
な
ど
の
総
合
的
な
が
ん
医

療
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
県
と

し
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
対
し

補
助
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
機
能
充

実
強
化
を
図
り
、
が
ん
に
対
し
治

療
か
ら
就
労
支
援
ま
で
総
合
的
に

対
応
し
て
い
く
。

健
康
福
祉
部
長

答 　

が
ん
治
療
か
ら
社
会
復
帰
支

援
ま
で
の
総
合
的
に
対
応
す
る

専
門
的
組
織
と
し
て
、
県
立
が
ん

セ
ン
タ
ー
設
置
が
有
効
と
考
え

る
が
、
県
の
見
解
を
伺
う
。

が
ん
医
療
提
供
体
制
の
充
実

問

問

問

　

児
童
生
徒
が
各
種
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
参
加
す
る
際
の
学
校
に

お
け
る
出
席
の
取
扱
い
に
つ
い

て
伺
う
。

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

問

ネクストキャリアセンター
あおもり

４５歳以上の方を対象として、個々
の職業適性や能力、経験、価値観な
どを踏まえた、職業選択や就職活
動に関するアドバイスなどを行う
キャリアカウンセリングや各種就職
情報の提供や再就職支援セミナー
の開催などを通じた、個々の特性に
応じたきめ細かい就業支援を行う。

用

語解説

県政・わたしの提案

開かれた県政の実現を図るこ
とを目的に、県民が県政につい
て日頃感じていることや考えて
いることなど、青森県をもっと
よくするための前向きで具体的
な提案を郵便や電子メール等
により寄せていただく県の広聴
事業。

用

語解説

03



会　派：公明・健政会
選挙区：八戸市

畠山 敬一 議員
はたけ   やま けい  いち

会　派：自由民主党
選挙区：むつ市

横浜 力 議員
よこ  はま つとむ

　

全
国
の
受
験
生
に
対
す
る
公

平
・
公
正
の
立
場
が
求
め
ら
れ
る

国
立
大
学
法
人
に
お
い
て
、
特
定

の
高
等
学
校
を
指
定
し
た
推
薦
入

試
の
実
施
は
、
困
難
で
あ
る
と

伺
っ
て
い
る
。
県
と
し
て
は
、
各

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
下

北
地
域
を
含
む
県
内
の
医
師
不
足

地
域
で
勤
務
す
る
若
手
医
師
が
増

え
る
よ
う
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
く
。

健
康
福
祉
部
長

答

　

沿
岸
漁
業
者
の
漁
業
経
営
に

与
え
る
影
響
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
県
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
の
か
。

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁
獲
枠

　

国
の
方
針
に
よ
る
留
保
枠
の

設
定
等
に
よ
り
、
漁
業
者
へ
の
配

分
が
減
少
し
、
影
響
は
避
け
ら
れ

な
い
が
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
漁
を
持
続

的
な
も
の
と
す
る
た
め
、
国
際
的

な
ル
ー
ル
を
遵
守
し
た
資
源
管

理
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

県
と
し
て
は
、
国
に
漁
業
収
入
安

定
対
策
の
加
入
要
件
の
緩
和
等

を
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本

県
漁
業
者
が
納
得
し
て
資
源
管

理
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
県
議
会

や
関
係
団
体
と
連
携
し
て
国
に

対
応
を
求
め
て
い
く
。

農
林
水
産
部
長

答

　

県
外
に
進
学
し
た
学
生
の
県

内
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
は

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
重
要
と

考
え
る
が
、
県
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
学
生

の
企
業
へ
の
理
解
を
深
め
、
県
内

へ
の
就
職
に
つ
な
が
る
有
効
な

手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度

は
学
生
と
企
業
と
の
受
入
調
整

を
行
う　

総
合
窓
口
を
新
た
に

開
設
す
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
る
企
業
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
会
の
開
催
や
、
県

内
企
業
の
受
入
体
制
の
強
化
を

図
り
、
受
入
企
業
数
を
60
社
以

上
、
参
加
学
生
数
を
２
０
０
人
以

上
増
や
す
こ
と
を
目
指
す
。

三
村
知
事

答
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

消
防
庁
か
ら
の
通
知
等
を
踏
ま

え
、
県
内
全
域
で
協
定
締
結
が
進

む
よ
う
、
引
き
続
き
、
各
消
防
本

部
に
お
け
る
取
組
を
後
押
し
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
県
と
し
て
も
、

関
係
事
業
団
体
等
と
の
協
定
締
結

に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

危
機
管
理
局
長

答 　

大
規
模
火
災
発
生
時
に
お
け

る
消
防
水
利
の
確
保
を
図
る
た

め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車

等
に
よ
る
給
水
支
援
に
つ
い
て
、

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
事
業
団
体
等

と
の
協
定
締
結
の
取
組
を
推
進

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
県
の
見
解

を
伺
う
。

災
害
時
応
援
協
定

問

　

弘
前
大
学
医
学
部
医
学
科
の

い
わ
ゆ
る「
地
域
枠
」に
つ
い
て
、

下
北
圏
域
な
ど
県
内
の
医
師
不

足
地
域
に
配
慮
し
た
運
用
を
求

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
県
の
考

え
を
伺
う
。

医
師
の
地
域
偏
在
解
消

問

問

問

あおもりインターンシップ
総合窓口

○開設場所
株式会社マイナビ青森支社

○利用時間
平日9時30分から17時まで

○電話番号
017-732-2231

○電子メール
job.aomori-intern@mynavi.jp

用

語解説
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県産クロマグロ



会　派：自由民主党
選挙区：北津軽郡

齊藤 直飛人 議員
さい とう　  なお   ひ     と

　

農
林
水
産
業
、
ラ
イ
フ
関
連
産

業
、
観
光
産
業
と
い
っ
た
成
果
が

出
て
い
る
分
野
を
更
に
伸
ば
し
て

い
く
ほ
か
、
医
療
・
介
護
用
機
器

の
キ
ー
デ
バ
イ
ス
な
ど
の
次
世
代

の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
、
デ
ー
タ
利

活
用
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
超
ス
マ
ー

ト
社
会
を
支
え
る
情
報
分
野
、Ｉ

ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
農
林
水
産
業
等

の
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

創
出
な
ど
が
今
後
期
待
さ
れ
る
新

た
な
産
業
分
野
と
考
え
て
い
る
。

三
村
知
事

答

　

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

の
実
施
に
向
け
て
、
県
教
育
委
員

会
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
、　

教
職

員
の
多
忙
化
解
消
に
向
け
た
取
組

工
程
表
に
基
づ
き
、
職
員
の
勤
務
状

況
の
把
握
の
徹
底
や
、
教
職
員
の
意

識
改
革
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

文
部
科
学
省
の
緊
急
対
策
を
踏
ま

え
、
さ
ら
に
取
組
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
県
立
学

校
に
お
い
て
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
等
に

よ
る
客
観
的
な
勤
務
時
間
管
理
の

試
行
や
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
学

校
閉
庁
日
を
設
定
で
き
る
こ
と
と

し
た
。
今
後
も
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

教
育
長

答

会　派：自由民主党
選挙区：上北郡

蛯沢 正勝 議員
えび　さわ まさ　かつ

　

平
成
29
年
６
月
現
在
の
県
内
民

間
企
業
の
障
害
者
実
雇
用
率
は
、

２
．０
６
パ
ー
セ
ン
ト
と
前
年
同

時
期
を
０
．０
８
ポ
イ
ン
ト
上
回

り
、
５
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更

新
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
定
雇
用

率
を
達
成
し
て
い
る
企
業
数
は
５

０
３
企
業
、
雇
用
障
害
者
数
は
３
，

０
７
３
．５
人
と
、
前
年
同
時
期

よ
り
30
企
業
、
１
８
４
．５
人
増

加
し
て
い
る
。
産
業
別
で
は
、
生

活
関
連
サ
ー
ビ
ス
・
娯
楽
業
、
医

療
・
福
祉
な
ど
５
業
種
で
法
定
雇

用
率
を
上
回
っ
て
い
る
。

商
工
労
働
部
長

答

　

営
農
大
学
校
の
機
能
を
ど
の

よ
う
に
強
化
し
て
い
く
の
か
。

営
農
大
学
校
の
機
能
強
化

　
「
青
森
県
営
農
大
学
校
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
」に
即
し
て
、
学
生

が
魅
力
に
感
じ
、
農
業
振
興
に
貢

献
す
る
多
様
な
人
財
を
育
成
で
き

る
よ
う
、
営
農
大
学
校
の
機
能
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体
的

に
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
な
ど
の
科
目
の
拡
充
、
先
進
農

家
実
習
を
組
み
合
わ
せ
た
社
会
人

向
け
研
修
の
実
施
、
平
成
32
年
度

か
ら
の
６
次
産
業
化
コ
ー
ス
の
新

設
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実

な
ど
、
農
業
情
勢
や
社
会
環
境
の

変
化
に
合
わ
せ
て
機
能
を
強
化
し

て
い
く
。

農
林
水
産
部
長

答

問

問

　

次
期
青
森
県
基
本
計
画
で
は

経
済
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
ど
の

よ
う
な
産
業
を
伸
ば
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

次
期
基
本
計
画
に
お
け
る
産
業
振
興

問

　

障
害
者
の
県
内
民
間
企
業
へ

の
就
労
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

障
害
者
の
就
労
状
況

問

教職員の多忙化解消に
向けた取組工程表

教職員の多忙化解消のため、県
教育委員会が平成２８年４月か
ら３ヶ年で取り組むべき方策を
示したもの。県教育委員会が設
置した多忙化解消検討委員会が
平成２７年１２月に取りまとめた
「教職員の多忙化解消に係る報
告書」の内容に基づいている。

用

語解説
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平成３１年度
営農大学校
学生募集
ポスター



会　派：自由民主党
選挙区：むつ市

越前 陽悦 議員
えち　ぜん よう　えつ

会　派：日本共産党
選挙区：八戸市

松田 勝 議員
まつ　た まさる

　

本
県
に
登
録
さ
れ
る
漁
船
の
半

数
以
上
は
建
造
か
ら
30
年
以
上
経

過
し
、
老
朽
化
が
深
刻
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
が
、
県
で
は
、
国
の

補
助
事
業
を
活
用
し
た
代
船
の
導

入
促
進
の
た
め
、
採
択
要
件
で
あ

る「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」の

策
定
支
援
に
加
え
、
収
益
性
向
上

や
コ
ス
ト
削
減
計
画
、
リ
ー
ス
事

業
活
用
の
た
め
の
経
営
計
画
づ
く

り
を
指
導
・
助
言
す
る
な
ど
、
計

画
的
な
漁
船
の
更
新
を
支
援
し
て

い
く
。 農

林
水
産
部
長

答

　

自
殺
対
策
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

自
殺
対
策

　

改
正
自
殺
対
策
基
本
法
で
策
定

が
義
務
付
け
ら
れ
た
市
町
村
の

　

自
殺
対
策
計
画
策
定
を
支
援
す

る
た
め
、
市
町
村
を
対
象
に
圏
域

毎
の
研
修
会
を
実
施
す
る
ほ
か
、

若
者
が
日
頃
慣
れ
親
し
ん
で
い
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
と

相
談
事
業
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

県
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、「
Ｓ

Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教
育
」の
モ
デ
ル

指
導
案
を
作
成
し
、
そ
の
普
及
を

図
る
。
さ
ら
に
、
民
間
団
体
を
対

象
と
し
た
交
流
会
・
研
修
会
を
開

催
し
、
民
間
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
強
化
を
図
る
。

健
康
福
祉
部
長

答

　
「
二
枚
橋
バ
イ
パ
ス
」に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
１
．５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
供
用
し
て
お
り
、
平

成
32
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け

て
、
橋
面
工
事
及
び
改
良
・
舗
装

工
事
を
進
め
て
い
く
。「
薬
研
佐

井
線
」に
つ
い
て
は
、
平
成
32
年

度
の
完
成
に
向
け
て
、
待
避
所
設

置
や
舗
装
工
事
な
ど
、
１
．５
車

線
化
を
進
め
て
い
く
。「
川
内
佐

井
線
」に
つ
い
て
は
、
平
成
33
年

度
の
完
成
に
向
け
て
、
防
雪
施
設

等
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

県
土
整
備
部
長

答 　

国
道
2
7
9
号
二
枚
橋
バ
イ

パ
ス
、
一
般
県
道
薬
研
佐
井
線
及

び
主
要
地
方
道
川
内
佐
井
線
の

完
成
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

下
北
半
島
地
域
の
道
路
網

問問

　

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望

を
実
現
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
県
は
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

結
婚
・
出
産
・
子
育
て

　

結
婚
し
た
い
男
女
の
出
会
い
の

場
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
む
ほ

か
、
リ
ス
ク
の
高
い
妊
産
婦
へ
の

支
援
体
制
の
強
化
、
乳
幼
児
医
療

費
給
付
に
お
け
る
本
年
10
月
か
ら

実
施
す
る
所
得
制
限
の
基
準
緩
和

に
よ
る
対
象
者
拡
大
、
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
安
定
的
な
提
供
体
制
の
構

築
、
結
婚
か
ら
子
育
て
を
応
援
す

る
県
内
企
業
等
の
認
証
・
支
援
な

ど
に
よ
り
、
結
婚
、
妊
娠
・
出
産
、

子
育
て
の
各
段
階
に
応
じ
た
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

三
村
知
事

答 問

問

　

老
朽
化
し
て
い
る
本
県
漁
船

の
更
新
に
つ
い
て
、
県
は
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

老
朽
漁
船
の
更
新

問

06

自殺対策基本法の改正により、
自殺対策の地域間格差を解消
し、誰もが「生きることの包括的
な支援」としての自殺対策に関す
る必要な支援を受けられるよう、
全ての都道府県及び市町村が策
定することとされた。

用

語解説

自殺対策計画

二枚橋バイパス工事の様子



会　派：自由民主党
選挙区：三沢市

小桧山 吉紀 議員
こ　　ひ　やま　  よし  のり

　

本
県
農
業
に
お
け
る
女
性
の

活
躍
や
就
農
を
一
層
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
女
性
起
業
者
の

育
成
や
若
手
女
性
農
業
者
の
仲

間
づ
く
り
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
加
え
、
農
業
で
活
躍
す

る
女
性
の
姿
な
ど
を
紹
介
す
る

情
報
誌
を
作
成
し
、
就
農
意
欲
を

喚
起
す
る
ほ
か
、
託
児
所
を
設
け

た
研
修
会
の
開
催
や
資
格
取
得

に
向
け
た
情
報
提
供
を
行
う
な

ど
、
女
性
が
農
業
を
職
業
と
し
て

選
択
し
、
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
む
。

農
林
水
産
部
長

答

　

温
泉
熱
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
モ

デ
ル
構
築
事
業
に
つ
い
て
、
今
年

度
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

温
泉
熱
の
利
用
促
進

　

県
内
の
温
泉
地
を
１
箇
所
選
定

の
上
、
有
識
者
や
地
元
関
係
者
等

に
よ
る
検
討
会
を
設
置
し
、
浴

用
・
暖
房
・
融
雪
・
ハ
ウ
ス
栽
培
な

ど
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

温
泉
熱
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
の
モ
デ

ル
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
ほ
か
、
県

内
の
温
泉
事
業
者
や
市
町
村
等
を

対
象
と
し
、
温
泉
熱
利
用
の
取
組

事
例
等
に
関
す
る
報
告
会
を
開
催

し
、
温
泉
熱
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
の

普
及
促
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
対
策
局
長

答

　

平
成
29
年
６
月
現
在
の
県
内
民

間
企
業
の
障
害
者
実
雇
用
率
は
、

過
去
最
高
の
２.
０
６
パ
ー
セ
ン

ト
、
全
国
22
位
と
な
っ
て
い
る
。

障
害
者
雇
用
を
さ
ら
に
促
進
す
る

た
め
、
法
定
雇
用
率
未
達
成
の
事

業
所
に
対
す
る
意
識
啓
発
、
支
援

制
度
の
周
知
、
雇
用
実
績
が
あ
る

事
業
所
の
見
学
会
開
催
の
ほ
か
、

障
害
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
へ
の

障
害
者
向
け
作
業
手
順
書
作
成
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

商
工
労
働
部
長

答

会　派：自由民主党
選挙区：平川市

山口 多喜二 議員
やま ぐち　   た  き　  じ

　

県
南
地
域
の
稲
作
振
興
に
向

け
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

三
村
知
事

答
県
南
地
域
に
お
け
る
稲
作
振
興

問

　

県
内
の
民
間
企
業
に
お
け
る

障
害
者
雇
用
の
状
況
と
県
内
企

業
に
対
す
る
障
害
者
雇
用
促
進

に
向
け
た
県
の
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。 障

害
者
雇
用
促
進

問

　

女
性
農
業
者
を
確
保
・
育
成
す

る
た
め
、
県
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

女
性
農
業
者
の
確
保
・
育
成

問

問

温泉熱カスケード利用
モデル構築事業

地域の温泉資源を熱エネル
ギーとして有効に活用し、
温泉熱水を高温から温度帯
に応じて多段階に利用する
モデルを構築する。

用

語解説
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まっしぐらロゴ

　

適
地
適
作
を
見
極
め
な
が
ら
、

主
力
品
種
の「
ま
っ
し
ぐ
ら
」に

つ
い
て
は
、
値
頃
感
が
あ
っ
て
お

い
し
い
と
引
き
合
い
が
強
い
こ
と

か
ら
、
食
味
と
品
質
に
ブ
レ
の
な

い
安
定
し
た
米
づ
く
り
を
徹
底

し
、
県
南
向
け
に
開
発
し
た
酒
造

好
適
米「
吟
烏
帽
子（
ぎ
ん
え
ぼ

し
）」に
つ
い
て
は
、
高
品
質
・
安

定
生
産
に
向
け
た
き
め
細
か
な
指

導
を
展
開
す
る
。
ま
た
、
新
た
な

良
食
味
品
種
に
つ
い
て
は
、
有
望

系
統
の
現
地
適
応
性
や
食
味
・
品

質
を
確
認
し
な
が
ら
導
入
を
検
討

す
る
。



常任委員会とは
常任委員会は、付託案件の有無にかかわらず常設される委員会で、県議会には6つの委員会が設置されています。
本会議から付託された議案や請願の審査のほか、広範多岐にわたる県の仕事について、担当部門ごとに専門的な
調査を行います。委員の任期は1年で、すべての議員がいずれかの委員会に所属することとなっています。
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総務部、企画政策部、危機管理局、出納局、選挙管理委員会、監査
委員、人事委員会及び議会事務局の所管に属する事項並びに他の
常任委員会の所管に属しない事項

所管
事項

会　派：自由民主党
選挙区：むつ市
当選回数：2回

菊池 憲太郎

委員長

きく  ち　けん た  ろう

会　派：自由民主党
選挙区：黒石市
当選回数：2回

鳴海 惠一郎

副委員長

なる  み　けいいちろう

会　派：公明・健政会
選挙区：青森市
当選回数：4回

伊吹 信一
い  ぶき しんいち

会　派：自由民主党
選挙区：十和田市
当選回数：4回

丸井　裕
まる  い　　ゆたか

会　派：自由民主党
選挙区：上北郡
当選回数：3回

工藤 慎康
く  どう  のりやす

会　派：日本共産党
選挙区：弘前市
当選回数：3回

安藤 晴美
あんどう  はる み

会　派：国民民主党
選挙区：八戸市
当選回数：1回

田中　満
た  なか　 みつる

委　　員

環境生活部、健康福祉部及び病院局の所管に属する事項
所管
事項

会　派：自由民主党
選挙区：八戸市
当選回数：2回

藤川 友信

委員長

ふじかわ  とものぶ

会　派：自由民主党
選挙区：平川市
当選回数：1回

山口 多喜二

副委員長

やまぐち　た   き   じ

会　派：日本共産党
選挙区：青森市
当選回数：6回

諏訪 益一
す   わ   ますいち

会　派：国民民主党
選挙区：八戸市
当選回数：6回

田名部 定男
た   な   ぶ   さだ  お

会　派：自由民主党
選挙区：つがる市
当選回数：4回

三橋 一三
みつ はし　かず み

会　派：自由民主党
選挙区：三戸郡
当選回数：3回

夏堀 浩一
なつぼり  こういち

会　派：自由民主党
選挙区：上北郡
当選回数：2回

沼尾 啓一
ぬま  お　けいいち

会　派：青和会
選挙区：弘前市
当選回数：1回

菊池　勲
きく  ち　　いさお

委　　員

農林水産部、海区漁業調整委員会及び内水面漁場管理委員会の
所管に属する事項

所管
事項

会　派：自由民主党
選挙区：弘前市
当選回数：2回

齊藤　爾

委員長

さいとう　  ちかし

会　派：自由民主党
選挙区：上北郡
当選回数：2回

蛯沢 正勝

副委員長

えびさわ  まさかつ

会　派：自由民主党
選挙区：五所川原市
当選回数：8回

成田 一憲
なり た    かづのり

会　派：国民民主党
選挙区：三戸郡
当選回数：6回

北　紀一
きた　　 き  いち

会　派：自由民主党
選挙区：八戸市
当選回数：4回

熊谷 雄一
くまがい  ゆういち

会　派：自由民主党
選挙区：青森市
当選回数：3回

高橋 修一
たかはし しゅういち

会　派：青和会
選挙区：弘前市
当選回数：3回

川村　悟
かわむら　　さとる

会　派：公明・健政会
選挙区：上北郡
当選回数：2回

吉田 絹恵
よし だ   きぬ  え

委　　員

総務企画
危機管理委員会

環境厚生委員会

農林水産委員会



09

青森県議会常任委員会の委員（議員）を紹介します。

商工労働部、観光国際戦略局、エネルギー総合対策局及び労働委員
会の所管に属する事項

所管
事項

会　派：自由民主党
選挙区：平川市
当選回数：2回

工藤 義春

委員長

く  どう  よしはる

会　派：自由民主党
選挙区：青森市
当選回数：2回

花田 栄介

副委員長

はな だ   えいすけ

会　派：自由民主党
選挙区：南津軽郡
当選回数：6回

阿部 広悦
あ   べ   ひろえつ

会　派：自由民主党
選挙区：むつ市　
当選回数：5回

越前 陽悦
えちぜん  ようえつ

会　派：自由民主党
選挙区：弘前市
当選回数：4回

岡元 行人
おかもと  ゆき と

会　派：無所属
選挙区：青森市
当選回数：3回

古村 一雄
こ  むら  かず お

会　派：青和会
選挙区：青森市
当選回数：2回

関　良
せき　  りょう

委　　員

教育委員会及び公安委員会の所管に属する事項
所管
事項

会　派：自由民主党
選挙区：五所川原市
当選回数：2回

寺田 達也

委員長

てら  だ　 たつ や

会　派：自由民主党
選挙区：弘前市
当選回数：1回

谷川 政人

副委員長

たにかわ  まさ と

会　派：自由民主党
選挙区：東津軽郡
当選回数：8回

神山 久志
かみやま  ひさ し

会　派：自由民主党
選挙区：十和田市
当選回数：7回

田中 順造
た なか じゅんぞう

会　派：自由民主党
選挙区：西津軽郡　
当選回数：4回

工藤 兼光
く  どう  かねみつ

会　派：無所属　
選挙区：八戸市
当選回数：4回

山田　知
やま だ　　さとる

会　派：自由民主党
選挙区：青森市
当選回数：3回

山谷 清文
やま  や　きよふみ

会　派：公明・健政会
選挙区：八戸市
当選回数：3回

畠山 敬一
はたけやま  けいいち

委　　員

県土整備部及び収用委員会の所管に属する事項
所管
事項

会　派：自由民主党
選挙区：むつ市
当選回数：2回

横浜　力

委員長

よこはま　 つとむ

会　派：自由民主党
選挙区：北津軽郡
当選回数：2回

齊藤 直飛人

副委員長

さいとう  なお ひ  と

会　派：自由民主党
選挙区：青森市
当選回数：5回

森内 之保留
もりうち    の   ぼ   る

会　派：自由民主党
選挙区：三沢市
当選回数：3回

小桧山 吉紀
こ   ひ やま  よしのり

会　派：自由民主党
選挙区：五所川原市
当選回数：3回

櫛引 ユキ子
くしびき    ゆ  き   こ

会　派：青和会　
選挙区：青森市
当選回数：2回

一戸 富美雄
いちのへ   ふ   み   お

会　派：日本共産党
選挙区：八戸市
当選回数：1回

松田　勝
まつ た 　  まさる

会　派：自由民主党
選挙区：八戸市
当選回数：5回

清水 悦郎
し みず  えつろう

委　　員

建設委員会

文教公安委員会

商工労働観光
エネルギー委員会



常
任
委
員
会
の
活
動
状
況

　

総
務
企
画
危
機
管
理
委
員
会
は
、
５
月
23
日
か

ら
24
日
に
か
け
て
、
東
青
・
下
北
地
区
に
お
い
て

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

東
通
村
で
は
、
観
光
客
の
誘
客
が
期
待
さ
れ
て
い

る
、
東
通
ヒ
ラ
メ
料
理
開
発
に
よ
る
地
域
活
性
化
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

　

む
つ
市
で
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
標
と
し
て

取
り
組
ん
だ
、
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
内
町
で
は
、
通
年
で
観
光
客
を
受
け
入
れ

る
、
ひ
ら
な
い
ま
る
ご
と
グ
ル
メ
館
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

　

青
森
県
防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
民
生
活

を
守
る
た
め
の
防
災

業
務
に
広
く
携
わ
っ

て
い
る
、
防
災
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
運
用
に

つ
い
て
説
明
を
受

け
、
質
疑
応
答
後
、

セ
ン
タ
ー
や
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

青森県防災航空センターの視察

総
務
企
画
危
機
管
理
委
員
会

　

農
林
水
産
委
員
会
は
、
５
月
22
日
か
ら
23
日
に

か
け
て
、
東
青
・
下
北
地
区
に
お
い
て
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

青
森
市
の
株
式
会
社
松
山
ハ
ー
ブ
農
園
で
は
、

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
と
黒
に
ん
に
く
の
取
組
状
況
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
後
、
加
工
施
設

内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

横
浜
町
の
横
浜
漁
港
水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保

全
事
業
の
現
場
で
は
、
漁
港
施
設
の
長
寿
命
化
対

策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
後
、
現
地
の

状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

む
つ
市
の
北
彩
漁
業
生
産
組
合
で
は
、
海
峡
サ
ー

モ
ン
の
養
殖
生
産
や
加
工
販
売
の
状
況
、
新
た
な

加
工
兼
直
売
施
設
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
質
疑
応
答
後
、
加
工
兼
直
売
施
設
内
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

風
間
浦
村
の
鳥
獣
害

防
止
施
設
で
は
、
ニ
ホ

ン
ザ
ル
に
よ
る
食
害
防

止
対
策
の
た
め
の
捕
獲

檻
の
設
置
状
況
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
質
疑

応
答
後
、
現
地
の
状
況

を
視
察
し
ま
し
た
。

松山ハーブ農園の施設見学

農
林
水
産
委
員
会

環
境
厚
生
委
員
会

　

環
境
厚
生
委
員

会
は
、
５
月
24
日

か
ら
25
日
に
か
け

て
、
上
北
・
三
八

地
区
に
お
い
て
調

査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

児
童
養
護
施
設

あ
け
ぼ
の
学
園
で

は
、
施
設
の
運
営

状
況
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
質
疑

応
答
を
行
う
と
と

も
に
、
施
設
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
（
株
）ウ
ィ
ズ
ウ
ェ
イ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
三
戸
事

業
所
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
る
と
と
も
に
、
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

八
戸
学
院
大
学
で
は
、
子
ど
も
食
堂
の
運
営
状

況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
質
疑
応

答
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
川
原
湖
交
流
セ
ン
タ
ー「
宝
湖
館
」で
は
、
小

川
原
湖
の
水
質
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
と
と

も
に
、
小
川
原
湖
を
視
察
し
ま
し
た
。
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小川原湖の視察



　

文
教
公
安
委
員
会
は
、
５
月
31
日
か
ら
６
月
１

日
に
か
け
て
、
三
八
・
上
北
地
区
に
お
い
て
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

十
和
田
市
立
法
奥
小
学
校
で
は
、
同
校
で
取
り

組
ん
だ「
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
て
る
学
校
教
育

支
援
事
業
」の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質

疑
応
答
後
、
同
事
業
で
生
徒
が
制
作
に
参
加
し
た

曲「
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
」を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

三
沢
警
察
署
で
は
、
警
察
活
動
の
状
況
等
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
後
、
施
設
内
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

八
戸
第
一
養
護

学
校
で
は
、
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
を
活
用

し
た
学
習
内
容
等

に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
質
疑
応
答

後
、
校
内
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

八
戸
市
立
西
白

山
台
小
学
校
で
は
、

三
八
･
上
北
地
区

の
木
材
を
多
用
し

た
教
室
等
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
質

疑
応
答
後
、
校
内
を

視
察
し
ま
し
た
。

十和田市立法奥小学校における視察

文
教
公
安
委
員
会

商
工
労
働
観
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会

　

商
工
労
働
観
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会
は
、
５
月

24
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、
三
八
・
上
北
地
区
の

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

フ
ァ
ー
ス
ト
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド（
株
）で
は
、Ｌ
Ｖ

Ｌ（
単
層
積
層
材
）工
場
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
意
見
交
換
を
す
る
と
と
も
に
、
工
場
内

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

八
戸
酒
造（
株
）で
は
、
県
産
酒
の
需
要
拡
大
の

取
組
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
を
す
る

と
と
も
に
、
酒
蔵
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

八
戸
バ
イ
オ
マ
ス
発
電（
株
）で
は
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
と
農
商
工
連
携
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

意
見
交
換
を
す
る
と
と
も
に
、
施
設
内
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

青
森
県
量
子
科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
セ
ン
タ
ー

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
を
す

る
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

建
設
委
員
会

　

建
設
委
員
会
は
、
５
月
24
日
か
ら
25
日
に
か
け

て
、
東
青
・
下
北
地
区
に
お
け
る
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

東
青
地
区
で
は
、
東
青
地
域
県
民
局
よ
り
概
況

説
明
を
受
け
た
後
、
青
森
港
海
域
環
境
創
造
事

業
、
県
営
住
宅
小
柳
団
地
３
号
棟
建
設
工
事
及
び

新
青
森
県
総
合
運
動
公
園
整
備
事
業（
い
ず
れ
も

青
森
市
）の
現
地
調
査
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
質
疑

応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
北
地
区
で
は
、
下
北
地
域
県
民
局
に

お
い
て
概
況
説
明
を
受
け
た
後
、
国
道
２
７
９
号

道
路
災
害
防
除（
風
間
浦
村
）、
国
道
２
７
９
号
二

枚
橋
バ
イ
パ
ス
道
路
改
築
事
業
、
大
畑
川
総
合
流

域
防
災
事
業
及
び
国
道
２
７
９
号
む
つ
南
バ
イ
パ

ス
道
路
改
築
事
業（
い
ず
れ
も
む
つ
市
）の
現
地
調

査
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。
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青森県量子科学センターの視察

青森港海域環境創造事業の現場の視察



◆条例関係（８件）
○青森県県税条例等の一部を改正する条例案
○青森県核燃料物質等取扱税条例の一部を改正する条例案
○青森県医療法施行条例の一部を改正する条例案
○青森県旅館業法施行条例の一部を改正する条例案
○青森県老人福祉施設等の設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例案
○青森県児童福祉法施行条例の一部を改正する条例案
○青森県障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行条例の一部を改正する条例案
○青森県国営土地改良事業負担金等徴収条例の一部を改正する条例案

◆人事関係（1件）　○青森県収用委員会の委員及び予備委員の任命の件

◆その他の議案（5件）　○訴えの提起の件など５件

第294回定例会で可決された知事提出議案（14件）

りんご黒星病撲滅のための国の取組を求める意見書

第294回定例会で可決された議員提出議案の内容

意見書

県議会からの

○平成30年9月第295回定例会について
第295回定例会は、平成30年9月21日（金）に開会し、10月11日（木）に閉会する予定です。
詳細な日程については青森県議会ホームページでお知らせします。

○あおもり県議会だよりに関するご意見・お問合せについて
〒030-8570 青森市長島1丁目1-1　青森県議会事務局調査課　電話 017（734）9797（直通）

お知らせ

　平成28年３月23日に設置された議員定数等検討委
員会において検討を重ねてきた、議員定数、選挙区及
び選挙区別定数について、平成30年６月１４日に議員
定数等検討委員会成田委員長から熊谷議長に対して報
告書の提出がありました。 熊谷議長に報告書を提出する成田委員長

議
ト
会

ピックス
議員定数等検討委員会が
熊谷議長に報告しました。
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（意見書の内容）
　りんご黒星病の早期撲滅を図るため、りんご黒星病に治癒効果のある薬剤の早期開発を促すこ
と、ＥＢＩ剤等の薬剤を使用しない薬剤防除体系を早期に確立すること、りんご生産者の防除費用
の増加に要する経費を支援対象とすること及び耕種的防除のための作業効率の高い被害落葉の収
集機を早期に開発することを国に対して要望。


